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合言葉
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ままななびび 

被爆，そして戦後から７８年を迎えます。８月６日は被爆者の方々やご家族，ご遺族，広島に

暮らす人々だけでなく，核兵器廃絶や国際平和を願う人々にとっても特別な日です。 

 １９４５年８月６日午前８時１５分，ヒロシマに世界で初めて原子爆弾が投下され，閃光が放

たれた後に，一瞬にしてヒロシマの街が焼け野原と化し，約１４万人の方が，同年８月９日午前

１１時２分，ナガサキにも原子爆弾が投下され，約７万４千人の方が亡くなられました。 

  

 

市内の幼児・児童・生徒や市民の皆さんが，平和の尊さ，

生命・人権の大切さを願って制作した作品を展示していま

す。 

と き ２０２３年８月１日（火）～１６日（水） 

場 所 西部市民センター エントランスホール 

 私たちは，原子爆弾による破壊を経験したからこそ，その悲惨さ

と平和の大切さを伝えるために行動していく使命があります。私た

ち一人ひとりが自ら「平和」について学んでいくことはできます。

式典や特別番組を見たり，文献を読むなど，ぜひ改めて「平和」に

ついて考え，安心・安全な社会を築くよう取り組んでいきましょ

う！！ 
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■申込み・問合せ 
 
●定 員 ５０人（先着順） 
●締切り ９月１５日（金） 
●福山市松永地域振興課 
電話 084-934-5443 
Fax 084-934-8251 

E-Mail： matsunaga-chiikishinkou@city.fukuyama.hiroshima.jp 
 

メールアドレス 

牧田 幸文さん（福山市立大学都市経営学部 都市経営学科教授） 
  

 地域の中には，さまざまな背景を持つ多様な人々が暮らしています。 

同じ国，同じ地域で共に生活するものとしてお互いを尊重し，助け合

って暮らしていくことで，誰もが暮らしやすいまちをつくっていける

のではないでしょうか。 

 共生社会の実現に向けて，講師のお話から，私たちができることを

考えていきたいと思います。 

 都築 勤さん（まつなが日本語教室 スタッフ） 
 



 

 

 

 

 

 

 

                                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆人権啓発講座 ※乳幼児の部 

ミュージック・ケア「みんなちがってみんないい」 

●と き ９月２日(土)10 時～11 時 

●ところ 神村コミュニティセンター  

●内 容 保護者と子どもが一緒に楽しめる音楽療法 

●対象者 小学生以下のおこさん       

●講 師 北川宣子さん  

●申込み 必要（１ヶ月前から）     

●持参物 飲み物，タオル，着替え（必要な場合）  

※ミュージック・ケア終了後の子育て相談 

●定 員 ３組（予約制） 

●申込み・問合せ 神村コミュニティセンターへ 

 
        

  

 

 

 

☆高齢者交流事業 健康講座 

●と き 8 月 22 日（火） 

１３時３０～１４時３０分  

●ところ 神村ふれあいプラザ  

●内 容 健康体操と健康相談 

●対象者 成人一般 

●持参物 タオル，飲み物 

●申込み・問合せ 神村コミュニティセンターへ 
      

  

 
      
☆子育て支援事業 

●と き 10 月３日，10 日，17 日，24 日 

いずれも 火曜日 10 時～12 時 

●ところ 今津交流館 2 階図書室 

●内 容 親子の絆づくりプログラム 

     “赤ちゃんがきた！” 

●対象者 はじめて子育てをするママと 2～５か月

の赤ちゃん 

●講 師 中本 敦子さん 
（日本 BP プログラムセンター 認定ファシリテーター） 

●定 員 先着 ８組 

●参加費 1100 円（テキスト代） 

●持参物 バスタオル１枚，子どもさんのお気に入

りおもちゃ 

●申込み 必要  

●申込み・問合せ 今津交流館へ 

 
      
☆社会教育活動事業 

●と き ８月２５日（金） 

１３時３０分～１５時 

●ところ 藤江交流館 ２F 大会議室 

●内 容 講義と実技 

     イルミネーションの飾りを作ろう 

      ～空き缶のランタン～ 

●対象者 小学生・保護者 

●講 師 織田尊恵さん 

（イルミネーション実行委員・ 

藤江小学校ボランティア） 

●定 員 １5 人 

●参加費  なし 

●持参物  タオル・飲み物（必要な人）・デザイ

ン画（9 ㎝～21 ㎝）なくても可 

●申込み  必要 ８月１８日（金）までに 

●申込み・問合せ 藤江交流館へ 

   

      
<８月の行事>  

☆展示 

「戦争と文学～郷土作家が遺したもの～」 

●期 間 9 月 18 日（月）まで 

●場 所 松永図書館 展示コーナー 

●内  容 井伏鱒二や福原麟太郎など郷土ゆかりの作家による戦争を題材とした作品の展示と，関連本約 

５０冊の貸出をします。 

☆「夏！SDGｓな工作教室」 

●日 時 ８月２６日（土）１４時～１５時    ●場 所 松永図書館 集会室 

●内  容 アクリルシート端材を活用した，涼しげなつるしかざりの工作と大学生による絵本の読み聞かせ

をします。  

●対 象 小学生     ●申込み ８月１日（火）１０時から来館または電話にて先着２０人 

<定例行事>☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●日 時 ９日（水）10 日（木）11 時～１１時１５分 

●内  容 乳幼児とその保護者を対象にしたおはなし会     ＜図書館のお休み＞8 月１５日（火）  

「フレイル予防ローラ」 



  

7 月１８日（火）まつながカープチェー第２回実行委員会を開催しました。第１回実行

委員会で，今年度は『できることからやっていこう・・』と確認しました。 

今回は，ステージ・展示・飲食ブースでできることの具体を実行委員のみなさんから提

案していただきました。ステージの部では，みなさん共通に「出演者と観客が一体となれ

るステージにしていきたい」との思いに立ちました。飲食ブースでは「ワールドビュッフ

エ形式で各国の食文化を体験できるといいのでは」そして，「おとなだけではなく，子ども

たちがたくさん参加できる，体験できる場をつくってほしい」という意見もみなさん共通

の意見でした。他にも「外国人市民同士が語り合う場・自由に交流する場」そして日頃の

悩みや聞いてほしいことを相談できる場『ちょっと聞いてみたいコーナー』など 

あればいい・・という意見。いただいた意見を基に，出演・参加協力いただく 

団体を決めていくなど・・ますます忙しくなりつつあります。 

                                                                     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

視覚障
し か く し ょ う

がい等
など

の理由
り ゆ う

がある人
ひと

のために，営利
え い り

目的
も く て き

を除き
のぞ   

「録音
ろ く おん

」「点字
て ん じ

」「拡大
かくだい

」などを認めます
みと        

。 

 

2023年（令和 5年）4月 1日施行の「こども基本法」を中心に，子どもの人権について考える展示 

をしました。ネウボラ推進課のご協力もいただき，啓発ポスター・リーフレット・オレンジリボン等で 

の啓発も行いました。今年度の福山市の人権啓発リーフレットは，子どもの人権について考える内容に 

なっています。まずは子どもの持つ権利を正しく理解し，それぞれの立場で話したり考えたり行動した 

りしながら，お互いの人権が尊重される社会をめざしてできる事から取り組んでいきましょう。 


